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「活気ある暮らしやすいまち」の実現に向けて 

国分寺市では，平成 12年に策定した「国分寺市都市マスタープ

ラン」の目指すまちの姿を実現するため，まちづくり条例の制定等，

国分寺市の特性を活かしたまちづくりを進めるための仕組みづく

り，また，国分寺駅北口再開発事業の推進や都市計画道路沿道のま

ちづくり等，具体的な都市計画施策の実現を進めてまいりました。 

一方，策定から 10 年以上が経過し，これまでの間の市を取り巻

く社会情勢や生活環境等の変化，市内のまちづくりの進捗等を踏ま

え，国分寺市が魅力あるまちとして更なる発展を遂げるため，都市

マスタープランの見直しを行い，「国分寺市都市計画マスタープラ

ン」を策定しました。 

 

都市マスタープランの見直しでは，幅広い世代の市民の皆様から多くの御意見をお聞きするた

め，市民意識調査や地域懇談会，団体ヒアリングや小学生を対象とした意見聴取等，様々な市民

参画の機会を設け，丁寧に進めてまいりました。市民の皆様からは，国分寺市の特色である豊か

な緑や閑静な住宅街といった点で満足をいただいている一方，道路，交通問題や災害に備えたま

ちづくり等を重視すべきという御意見も多くいただきました。  

 

今回策定した都市計画マスタープランは，市民意向を反映し，市の魅力を守り，さらに引き出

すとともに，超高齢社会，人口減少をにらみ，若い世代の人も子育てがしやすく，国分寺市に住

む全ての人が住み続けたくなるまちを目指した内容としております。こうしたまちを実現するこ

とにより，国分寺市に来たい，住みたいと思う人が，より増えることにも繋がると考えています。

まちづくりのテーマとして「活気ある暮らしやすいまち こくぶんじ」を掲げ，各構想の繋がり

を明確にするとともに，より実行性を伴う計画とするため，中間年までに取組む 17 の主要施策

を掲げました。それらの主要施策に取組むことにより，目指すまちの姿の実現が，着実に前進す

ると考えております。そして，市民の皆様がまちづくりのテーマの実現を少しでも早く実感でき

るようスピード感を持って取り組んでまいります。 

なお，実現に向けては，市民の皆様とともに取組むことが何よりも重要です。今後とも国分寺

市のまちづくりに，より一層の御理解と御協力を賜りますよう何卒お願い申し上げます。 

 

結びに，都市計画マスタープランの策定に当たり，市民の皆様をはじめ，関係団体，事業者な

ど多くの方々から様々な貴重な御意見等をいただきました。都市計画マスタープラン策定に御協

力くださいました皆様に心より御礼申し上げます。 

 

平成 28年２月 

国分寺市長 井澤 
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Ⅰ はじめに 

１．都市計画マスタープランの役割と位置づけ 

国分寺市都市計画マスタープラン（以下，「都市マス」とします）は，都市計画法第 18 条の

2「市町村の都市計画に関する基本的な方針」の規定に基づき，第四次国分寺市長期総合計画や

東京都の都市計画の内容に即して策定し，市の責任で展開する都市計画や，市民や事業者等と市

が協働でまちづくりを進めていく際の指針となります。 

今後も「協働」のまちづくりを基本に，実現に向けて取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

国分寺市都市計画マスタープランの位置づけ 

 
第四次国分寺市長期総合計画 

 

 

国分寺市都市計画マスタープラン 

     まちづくりのテーマ 

『活気ある暮らしやすいまち こくぶんじ』 

国分寺市基本構想 
■将来像 健康で文化的な都市 
 ‐住み続けたいまち，ふるさと国分寺- 

■都市像 ●市民の意見が反映されるまち 
 ●市民の健康と福祉を守るまち 
 ●市民が安全・快適に暮らせるまち 
 ●市民の生命と財産を守るまち 
 ●心豊かな人が育つまち 
 ●活気のあるまち 

国分寺市基本計画 

国分寺づくり編  財政計画編  行政経営編 

東京都の都市計画 
 ■都市計画区域の 
  整備，開発及び保全の方針 
 
●基本理念及び基本戦略 
●目指すべき将来像 
●土地利用 
●都市施設の整備 
●市街地開発事業 
●都市防災 
●都市の低炭素化 
●自然的環境の整備又は保全 
●都市景観 

様々な 
分野の計画・方針 

・緑と水 
・道路 
・防災 
・住宅整備 
・農業振興 
・福祉保健 
・環境 
・都市景観 
     等 

『協働』のまちづくり 

 

協 働 

市が進める都市計画 
◇都市計画関連の 

 事業・制度の実施 
市民や事業者等の 

まちづくりへの取組 

市民や事業者等と市がともに 
目指すまちの実現に向けて 

地域別のまちづくり計画 

市  民 ：国分寺市自治基本条例第２条第２項で定義される，市内に居住する人や市内で働く人，市内で学ぶ
人，公益的な活動を行う個人のことです。 

事業者等 ：国分寺市自治基本条例第２条第３項で定義される，市内の事業者や企業，教育機関，公益的な活動
を行う団体等のことです。 
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２．都市計画マスタープラン策定の背景 

２-１．都市計画マスタープラン見直しの視点 

都市マスは，長期的な視点に立ったまちづくりのテーマや目標，方針，更にはその実現に向

けた方策を明らかにすることを目的としています。 

見直しにあたっては以下に示す，市民のまちづくりへのニーズや国分寺市（以下，「本市」

とします）における都市計画の進捗状況，更には，近年の社会情勢への対応等といった視点を

踏まえています。 

 

（１）市内の各地域でのまちづくりの進捗状況と，周辺市のまちづくりとの整合性 

①市民・事業者等のまちづくりへのニーズ把握と対応 

市民意識調査，地域懇談会や団体ヒアリング等を実施し，市民のまちづくりへのニーズを把

握し，都市マスへ反映します。 ⇒［主な反映項目］分野別構想・地域別構想 
 

②土地建物利用の実態と土地利用規制とのギャップの是正 

市内の土地利用の現況や推移を把握し，土地利用の現状と土地利用規制とのギャップが生じ

ているエリアに対する適正な土地利用の方向性を示します。 

 ⇒［主な反映項目］分野別構想・地域別構想・実現のための方策 
 

③周辺市のまちづくりの検証と国分寺市の都市計画マスタープランとの整合確認 

周辺市のまちづくりの状況を踏まえ，広域的な視点から取組む必要のあるまちづくりについ

ては各市との整合を図ります。 

 ⇒［主な反映項目］分野別構想・地域別構想・実現のための方策 

 

（２）時代の要請事項への対応 

①最新の国の動向を踏まえた時代の要請事項の把握と対応 

最新の国等が進める時代の要請を踏まえた都市計画行政を把握し，各施策を更新・充実・追

加します。 ⇒［主な反映項目］分野別構想 
 

②上位・関連計画の把握と対応 

東京都や本市の上位・関連計画を把握し，整合を図ります。 

 ⇒［主な反映項目］分野別構想・実現のための方策 
 

③地域の実態に即した都市計画制度等のまちづくり手法の明示 

都市マスに示す各まちづくりの方針を実現するため，地域の実態に即した都市計画制度等の

まちづくり手法を示します。 ⇒［主な反映項目］実現のための方策 
 

④震災を契機とした災害に強いまちづくりへの対応 

東日本大震災等の大規模災害を踏まえ，災害に強いまちづくりを推進していくための対応を

示します。 ⇒［主な反映項目］分野別構想 
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２-２．市を取り巻く状況 

（１）社会情勢の変化 

①人口減少時代の到来 

わが国の人口は，平成 27 年１月現在，約 1 億 2,702 万人となっていますが，国立社会保

障・人口問題研究所による推計では 20 年後にあたる平成 47年において，約１億 1,212 万人

と，約1,490万人減少するとされています。更に，同年度の高齢化率は，現在の約25％から

約 33％に大幅に増加すると予測されています。このような人口減少時代，超高齢社会の到来

が迫る中で，本市のまちづくりについても，成熟した社会における都市基盤のあり方を検討し，

実現していくことが求められています。 
 

②環境配慮型の都市構造への転換 

地球温暖化をはじめとして，世界規模での環境問題が取り沙汰される中で，ＣＯ2 排出量の

抑制や，太陽光や風力発電など新たな再生可能エネルギーの活用など，環境にやさしい都市構

造への転換が求められています。こうした状況のなか，地球温暖化対策に関する法令や計画等

が策定され，事業者等においても環境負荷の低減に資する技術開発や，取組が進められており，

本市においても市民，事業所，行政等の立場で，実現可能な取組を，適切に進めていくことが

求められています。 
 

③防災・減災都市づくり 

ここ十数年，国内においては新潟県中越地震（平成 16 年），新潟県中越沖地震（平成 19

年），岩手・宮城内陸地震（平成 20 年），更には，東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）

（平成 23 年）と大規模な地震が発生しました。特に東日本大震災では，想定外の被害が発生

し，改めて防災都市づくりの重要性や，大規模な災害に対する減災の必要性が高まっています。

本市においても，防災拠点となる空間の整備や市民の防災に関する意識を向上させていくこと

が求められています。 
 

④基礎自治体への権限移譲を受けた独自性のある地域づくり 

地域主権改革関連３法の施行により，都市計画やまちづくり，福祉，教育など様々な分野の

権限移譲が行われることで，基礎自治体が，地域の独自性をもって様々な事業を展開できるよ

うになりました。こうした状況のなか，人口，商業等の流出を抑制し，都市間競争力を高めて

いくため，様々な都市施設の整備，市民サービスの向上に資する取組を展開していくことが求

められています。 
 

（２）都市計画法の改正や新法の動向 

近年の都市計画法の改正内容としては，敷地面積の最低限度を導入できる用途地域の拡大や

都市計画提案制度の創設（平成 15 年施行），大規模集客施設の立地規制（平成 19 年施行）

など住環境を保全する手法や住民参加の機会の拡大等が行われてきました。 

また，新法として景観法（平成 17年施行），高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関

する法律（バリアフリー法）（平成 18 年施行）等，まちづくりに大きく関わる法律が制定され

ました。本市のまちづくりにおいても，こうした法制度の動きに対応していくことが求められ

ています。
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（３）市内の動向 

①市の人口・世帯数 

市内の人口・世帯数は，平成 27年１月時点で 119,379人，56,960世帯となっています。

平成 12 年から平成 27 年の 15 年間の推移を見ると，人口，世帯数ともに年々増加していま

す。 

一方，国分寺市人口ビジョン（平成 27 年７月策定）における市の将来人口推計では，平成

72（2060）年の人口は 108,002 人としており，平成 32 年までは微増するものの，その後

は緩やかに人口が減少すると推計しています。 

また，高齢化率は平成27年１月時点で21.3％となっており，平成12年から平成27年の

15 年間に 16.1％から 21.3％と増加しています。年少人口（15歳未満），生産人口（15～

64 歳）については，横ばいか，やや増加傾向にあるものの，今後の予測としては減少してい

くことが想定されています。 

なお，地域別にみると，南町・東元町・西元町・泉町地域が最も人口の多い地域となってお

り，人口の推移をみると，西恋ヶ窪・日吉町・内藤地域は横ばい傾向にあるものの，全体的に

増加傾向にあります。特に，本町・本多・東恋ヶ窪地域や南町・東元町・西元町・泉町地域の

人口の伸び率が高くなっています。 
 
         【人口・世帯数】    【３区分人口・高齢化率】 

105,381
112,321 116,317 119,379

47,132 51,455 54,637 56,960 

2.2 2.2 2.1 2.1 

0.0 

0.5 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

H12 H17 H22 H27

（人/世帯）（人，世帯）

人口 世帯数 世帯当り人員

 

13,668 13,842 14,357 14,491

79,523 79,429 79,730 79,431

17,930 19,050 22,230 25,457

16.1%
17.0%

19.1%

21.3%

0%

5%

10%

15%

20%

0

50,000

100,000

150,000

200,000

H12 H17 H22 H27

（人）

15歳未満 15～64歳

65歳以上 高齢化率  
 
     【男女別年齢別人口（平成 27年）】         【地域別人口】 

2,516

2,453

2,526

2,912

3,593

4,327

4,402

4,601

4,927

4,933

4,406

3,477

3,180

3,220

2,623

2,153

1,671

1,240

02,0004,0006,000

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上

2,237

2,291

2,468

2,564

3,623

3,922

3,982

4,291

4,946

4,724

4,127

3,277

3,217

3,660

3,210

2,839

2,489

2,352

0 2,000 4,000 6,000

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85歳以上
男性

59,160人

人

女性

60,219人

人

 

15,000 

20,000 

25,000 

30,000 

H12 H17 H22 H27（人）

本町・本多・東恋ヶ窪地域

南町・東元町・西元町・泉町地域

西恋ヶ窪・日吉町・内藤地域

新町・北町・並木町・戸倉・東戸倉・富士本地域

高木町・光町・西町地域  

 資料：住民基本台帳（各年１月１日現在） 

※住民基本台帳法改正（平成 24年）以前のデータには外国人人口が含まれていません。 
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②土地利用の推移 

土地利用は，住宅用地が多く，他にも

道路等や農地が多くなっています。 

過去10年間の推移を見ると主に農地，

森林等が減少し，住宅用地が増加してい

ます。 

 

 

③自然系土地利用の推移 

土地利用のうち，自然系土地利用（農

用地，森林・原野，水面・河川）は，平

成 24 年時点で 190.8ha となっていま

す。 

過去 10 年間の推移を見ると農用地，

森林・原野が減少傾向にあり，農地につ

いては約 30ha 減少しています。 

 

④交通基盤整備の状況 

道路延長は，平成 26 年時点で約

240km となっています。平成 18 年時

点と比較するとほぼ横ばい傾向にあり，

都市計画道路の整備状況についても約

20％程度と低い割合となっています。 

 

 

⑤主な関連計画の策定状況 

本市では，まちづくりに関連する計画として国分寺市緑の基本計画，国分寺市環境基本計画

等のまちづくりに関連する計画を策定しています。 

都市マス策定にあたっては，これらとの整合を図った計画とする必要があります。 

 

計画名 策定（改定）年月 

国分寺市緑の基本計画 平成13年３月策定（平成23年３月改定） 

国分寺市環境基本計画 平成16年３月策定（平成26年３月改定） 

国分寺市住宅マスタープラン 平成18年６月策定 

国分寺市地域防災計画 平成27年７月修正 

地
域
別
の 

ま
ち
づ
く
り
計
画 

国分寺駅周辺地区まちづくり構想 平成19年８月策定 

史跡武蔵国分寺跡周辺地区まちづくり計画 平成19年８月策定 

国分寺都市計画道路３･２･８号線沿道まちづくり計画 平成21年９月策定 

国分寺都市計画道路３･４･11号線周辺まちづくりの方向性 平成26年12月策定 

240

241

241

241

240

0 50 100 150 200 250 

H18

H20

H22

H24

H26

(km)

主要地方道 一般都道 市道

公共

用地

8.5

9.0

9.2

商業

用地

4.3

4.3

4.3

住宅

用地

41.2

43.2

44.0

工業

用地

1.3

1.0

1.0

農業

施設

0.6

0.5

0.5

公園

等

2.5

2.7

2.8

未利

用地

7.1

5.8

6.2

道路

等

14.8

15.4

15.3

農用

地

16.4

14.8

13.7

森林

原野

3.2

2.9

2.7

水面

河川

0.2

0.2

0.2

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

H14

H19

H24

資料：国分寺市統計 

資料：土地利用現況調査 

資料：土地利用現況調査 

 

188.4

169.9

157.1

36.4

33.7

31.4

2.4

2.3

2.3

合計：227.2

合計：206.0

合計：190.8

0 50 100 150 200 250

H14

H19

H24

(ha)

農用地 森林・原野 水面・河川
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国分寺市のまちなみ 

 
ＪＲ中央線，ＪＲ武蔵野線，西武国分寺線，
西武多摩湖線が行き交い，多摩地域の交通
の要衝となっています。 

市外へ通勤・通学する人が多く，住宅都市

としての性格を有しています。 

史跡や農地等の先人の遺産によって，豊かな文化，市街地環境が育まれています。 

公園が不足していますが，植木畑等の農地

や樹林地等が多くあり，緑は豊かです。 

農村の構造を引き継いで，ぜい弱な道路基

盤のまま市街化しています。 

■低層住宅地（本多五丁目） ■交通の要衝となる国分寺駅 

■国分寺 ■まとまりのある農地（西町五丁目） 

■姿見の池緑地 ■狭あいな道路 
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市民のまちづくりに関する関心 
～平成 26 年６月実施の市民意識調査より～ 

【目指すまちの姿として重視すべきキーワード】 

■災害や犯罪への対策に対する意識

の高まりや，郊外の緑と調和した

住宅地という特性から 

「安全な暮らし」 

「水と緑のうるおい」 

が上位となっています。 

 
 

【分野別のまちづくりに関する重視度・満足度】 

■分野別のまちづくりに関する重視度は全体的に高く，満足度は全体的に低い傾向にあります。 

■特に，道路・交通や安全・安心の分野については全項目が満足度が３以下と低い一方で，

重視度が３以上と高くなっています。 

 

68.2%

61.6%

49.9%

47.1%

44.6%

43.5%

22.7%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

安全な暮らし

水と緑のうるおい

買物などの利便性

災害に強い

歴史・文化の継承

健康な暮らし

市民と行政による協働

無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 .0 

2 .0 

3 .0 

4 .0 

5 .0 

1 .0 2 .0 3 .0 4 .0 5 .0 

1 .5 

2 .0 

2 .5 

3 .0 

3 .5 

2 .5 3 .0 3 .5 4 .0 4 .5 

重視度 高

高

満

足

度

満足度・重視度の見方 

①最優先改善項目 

○重視度が高いにも関わら
ず，満足度が低い項目。 

②優等項目 

○現状の満足度も高く，重視
度も高い項目。 

③現状維持項目 

○満足度は高いものの，重視
度は低い項目。 

④最低評価項目 

○満足度も低く，重視度も低
い項目。 

安
全
・安
心 

緑
・景
観
形
成 

土
地
利
用 

道
路
・交
通
体
系 

火災の延焼を防ぐ広い道路整備などの推進

個々の建物の不燃化・耐震化の促進

防災公園や，避難場所の充実

緊急車両が通行できるよう狭い道路を改良

人と人のふれあいの場の形成

自然の豊かさを感じる空間の形成

小規模な公園や緑地の市内各所への確保

大規模な公園や緑地の充実

＋魅力的な景観づくりの推進

×歴史やふるさとを感じる風景の保全

広域の交通を担う広い道路の充実

市内の交通を担う道路の充実

住宅地内の狭い道路の拡幅の推進

誰もが散策を楽しめる道の形成

＋安全に通行できる自転車道の形成

×安心して歩ける歩行空間の形成

＊地域と地域を結ぶ公共交通の充実

豊かな緑の保全

駅周辺での商業施設やオフィスの立地の促進

生活に根差した商業地(商店街)の確保

落ち着きのある住宅地の保全

＋中高層(３階以上)の集合住宅地の形成

×近くに職場のある住環境の形成

重視度 高

高

満

足

度

①

最優先改善項目

②

優等項目

④

最低評価項目

③

現状維持項目
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２-３．都市マスタープラン策定後のまちづくりの進捗状況 

（１）協働のまちづくりの進捗状況 

平成 12 年に策定した都市マスタープラン（以下，「旧都市マス」とします）では，市民と

市による協働のまちづくりを推進していくための制度づくりを位置づけており，これまで，そ

れに基づくまちづくりを進めてきました。 

取組 概要 

国分寺市まちづくり条例 
（平成 17 年１月施行） 
（平成23年８月改正施行） 

・国分寺市まちづくり条例（以下，「まちづくり条例」とします）を制定
し，まちづくりの仕組みの一つとして「協働のまちづくり」を規定し，
市民と市が力をあわせて地域の特性を生かした協働のまちづくりを推
進しています。 

国分寺市まちづくりセンター 
（平成 19 年１月開設） 

・まちづくり条例第 85 条の規定に基づき市が設置し，市民と市の協働の
まちづくりを推進するため，市民活動団体と市の協働事業運営により，
まちづくりに関する啓発・学習活動等を行っています。 

 

（２）都市計画施策等の実施状況 

旧都市マスでは，都市計画重点推進施策として９つの施策を位置づけています。各施策の実

施状況については以下のようになっています。 
（平成 27 年 8 月現在） 

都市計画重点推進施策 実施状況 

①「トライアングルゾーン」整
備指針の検討 

【国分寺駅周辺の整備】 
・国分寺駅周辺地区まちづくり構想の策定 
・国分寺都市計画事業国分寺駅北口地区第一種市街地再開発事業の実施
（実施中） 

【西国分寺駅周辺の整備】 
・西国分寺駅東地区第一種市街地再開発事業の実施 
【史跡の整備】 
・史跡武蔵国分寺跡周辺地区まちづくり計画の策定 
・国指定史跡武蔵国分寺跡附東山道武蔵路跡保存事業の実施 
【景域の保持】 
・国分寺市景観まちづくり指針の策定 
【都市計画道路のルート検討（国３・４・１号線等）】 
・未実施 

②「地域中心核」の形成 

【地区防災センターの機能の充実と連携】 
・防災まちづくり推進地区との協定締結（13 地区） 
・地区防災協力会の設立，開催支援 
・地域センター・公会堂の維持管理の実施 
【ふれあい公園の整備】 
・北町公園の整備 
【学校等の公共施設の緑化】 
・苗木生産供給事業の実施 
・校庭芝生事業の実施 
・屋上緑化等事業の実施 
【生活道路網の整備】 
・まちづくり条例の規定に基づく開発事業に伴う道路拡幅の実施 

③「こくぶんじ恋のみち」の整備 ・未実施 
④国３・４・６号線など幹線道
路の整備 ・国３・４・６号線の整備（都施行により実施中） 

⑤国３・３・８号線及び沿道の
一体的整備 

※国３・２・８号線に路線名を変更 

・国３・２・８号線沿道まちづくり計画の策定 
・国３・２・８号線沿道まちづくりの推進（地区計画の策定） 
・国３・２・８号線の整備（都施行により実施中） 

⑥身近な公共交通網整備の検
討 ・ぶんバスの運行 

⑦駅周辺整備構想の検討 【国立駅北口，恋ヶ窪駅周辺】 
・未実施 

⑧農住共生市街地モデル地区
整備 

・都市農地まちづくり計画の仕組みを規定（まちづくり条例 第 12 条第
１項第３項） 

⑨「水と緑の軸」の整備 

【国分寺崖線の樹林地の保全・回復・連続化】 
・国分寺崖線の保全及び再生に関する措置を規定（まちづくり条例 第９条） 
【河川・水路の保全・回復・連続化】 
・「野川流域河川整備計画」に基づく整備への協力（都施行） 
・用水路整備の実施（一部実施） 
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３．都市計画マスタープランの構成 

都市マスは，本市のまちづくりの理念を示し，まちづくりの目標や都市構造を位置づけた「全

体構想」，４つの分野に分けてまちづくりの方針を示した「分野別構想」，各地域の方針を示し

た「地域別構想」，まちづくりを円滑に推進するための具体的な施策を示した「実現のための方

策」によって構成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国分寺市都市計画マスタープランの構成 
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Ⅰ はじめに 

 １．都市計画マスタープランの役割と位置づけ 

 ２．都市計画マスタープラン策定の背景 ３．都市計画マスタープランの構成 

Ⅱ 全 体 

  構 想 

 
１．まちづくりの理念 

 まちづくりのテーマ『活気ある暮らしやすいまち こくぶんじ』 
 
２．まちづくりの目標 

 □歴史文化を継承・創造し，水と緑が生活にうるおいを与えるまち 

 □誰もが健康で，安全･快適に暮らせるまち 

 □未来を見据えた魅力あるまち 
 
３．将来都市構造 

 □拠点と都市軸 □地域のまとまり □こくぶんじトライアングルゾーン 
 
４．将来都市構造の実現に向けた主要施策 

Ⅲ
 

分
野
別
構
想 

１．土地利用 
 (1)農地や樹林地等と住宅の調和 
 (2)市民交流や利便性の高い都市生活の場 
 (3)幹線道路の機能と住環境が調和した沿道環境 
 (4)職住近接した利便性の高い快適な都市生活の場 
 

２．道路・交通体系 
 (1)交通を円滑に処理する道路ネットワーク 
 (2)安全・快適に歩ける道路ネットワーク 
 (3)市民が散歩や散策を楽しむことのできるみち 
 (4)便利に市内を移動できる交通体系 
 

３．緑・景観形成 
 (1)まちの魅力をテーマとした公園・緑地 
 (2)水や緑，歴史の資源を活かし，連続的につなぐ 
 (3)市民と共生する農地 
 (4)個性あるまちの魅力と一体となったまちなみ 
 
４．安全・安心のまちづくり 
 (1)災害時に有効に機能する道路 
 (2)災害に強いまちなみ 
 (3)安全に避難できる空間 
 (4)日常生活に安全・安心をもたらすまちづくり 
 (5)人と人のふれあいの場 

Ⅳ
 

地
域
別
構
想 

 

Ⅴ 実現の 
  ための 
  方策 

 １．まちづくりの手法  ２．まちづくり条例に基づく協働のまちづくり 

 ３．中間年までの優先性  ４．都市計画マスタープランの見直し 

 
１．本町・本多・ 
東恋ヶ窪地域 

 
２．南町・東元町・ 
西元町・泉町地域 

 
３．西恋ヶ窪・ 
日吉町・内藤地域 

 
４．新町・北町・並木町・ 
戸倉・東戸倉・富士本地域 

 
５．高木町・ 
光町・西町地域 

国分寺市都市計画マスタープラン【本編】 
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